
  

  

中期環境ビジョン「Green Policy 2020」の実現に向けて

グローバルなグリーンICTプロジェクトで環境負荷を低減


富士通グループは、2020年に向けた中期環境ビジョン「Green Policy 2020」を実現し、低炭素で豊かな社
会づくりに貢献するため、グリーンICTに関するテクノロジーや環境活動のノウハウを活かしてお客様や社会
の環境負荷を低減するプロジェクト「Green Policy Innovation」をよりグローバルに強化していきます。

CO2削減へ、グローバルで新たな目標を設定 ドルウェア、エネルギー効率に優れたデータセンター

　温室効果ガスの排出量を全世界で削減するには、優 等、お客様の環境負荷低減に貢献する ICTインフラのご

れた環境技術を適用した製品やサービスを、先進国や 提供はもとより、産業、物流、業務といった様々な領域に

途上国を含めてグローバルに、そして早期に普及させ おいて運用の最適化・効率化で環境対策を支援する

ることが重要です。そこで富士通グループは、グリーン ICTサービスやソリューションもご提供し、「 ICTインフラ

ICTに関するテクノロジーや環境ノウハウを活かし、 の環境負荷低減」と「I CT活用による環境負荷低減」の両

2009年度から2012年度までの4年間にグローバルで累 面からグリーン ICTをグローバルに推進しています。

計1,500万t以上のCO 2削減に貢献することを目指します。 　今後も富士通グループは自らの環境負荷低減に徹底

して取り組み、そこで培った環境ノウハウやテクノロジー
グローバルな目標の達成へ一層の推進強化を を活かしたグリーン ICTのご提供を通して、お客様や社

　CO2削減の新たな目標を達成するために、富士通グ 会全体の環境負荷の低減、ひいては地球環境への貢献

ループは世界の各地域で培ってきたグリーン ICTに関す を目指します。 

る強みに磨きをかけ、テクノロジーやノウハウの共有化

を図ります。なかでも、先進グリーンテクノロジーを適用 ■グリーン ICTにより、グローバルな CO 2排出量の削減に貢献

した省エネルギーな ICTインフラや、環境配慮型データ

センターによるアウトソーシングサービス、お客様の環

境経営の高度化を支援する環境コンサルティングサー

ビス等については、グローバルに推進を強化し、提供の

拡大に取り組みます。

ICTインフラとICT活用の両面で環境負荷低減 

　サーバやストレージ等の省エネルギーでコンパクト

なI CT機器、仮想化技術により省電力運用を実現するミ

富士通グループはチャレンジ25キャンペーンに参加しています。
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